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【七五三は何故、15 日なのか？】 令和元年 11 月 15 日 

 

11 月になれば多くの神社で「七五三」が行われます。 

小さな子供が着物を着て神社を両親、祖父母と歩くのは 

微笑ましい感じです。 

  

「七五三」も単なるイベントではなく、 

本来の神様への願いの一端として祭事として 

考えていただければと思います。 

  

先日、10 月 26 日に和歌山にセミナーででかけました。 

会場が神社の中の集会室で行いました。 

  

宮司さんにお話を聞いておどろいたことがありました。 

 

下記、宮司さんとの会話（10 月 26 日） 

  

私「11月になると七五三で神社も忙しそうですね。」 

  

宮司さん 

「そうですね。たくさん来られますね。 

今（10月）も来られる方もいます。最近は 7 月くらいから七五三さんに 

くる家族もいますね。」 

  

私 

「えーっ 

そんなに早く七五三に来られるのですか？」 

  

宮司さん 

「どうも、写真館の都合のようです。 

七五三の写真を撮った流れで神社にお参りに来る方がいらっしゃるのです。」 

  

私 

「七五三は写真館のいいお仕事ですからね。 

でも、そんなでいいんでしょうか？」 

  

宮司さん 

「そうですね。 

でも、時代の流れかもしれませんね。」 

  

宮司さんによれば早い人はもう 7 月に来られるそうです。 



 

七五三は写真を撮る儀式ではないですが 

七五三の意味が分からなければ、 

写真館の誘いにのって一生に一度の儀式だからと 

綺麗な写真を撮るでしょうね。 

  

七五三の意味も形骸化していますので 

ある面、仕方がありませんが、 

令和の時代は七五三の意味もきちんと 

知るのはいいかもしれませんね。 

 

もともと七五三は 

「七つ参り」のことです。 

  

七つ参りは神社に無事に成長したことを報告する式です。 

  

それが江戸時代に入って武士の儀式と合わさって 

今の七五三になりました。 

  

武士は三歳、五歳、七歳の時に区切りの儀式があります。 

それと「七つ参り」を合わせた儀式です。 

  

「七つ参り」も武士の儀式も、子供の成長を願うことは同じです。 

 

それは今の親も同じでしょう。 

違いは昔は医療技術も発達してなかったので 

子供の成長は神様の守りがないと難しいということだったのです。 

  

「七つ参り」は子供は 

「七つまでは神の内」という言葉で残してきました。 

 

 

体力がつくまでは、免疫の弱い子供は結構亡くなったので、 

七つまでは神の世界と人の世界の両方の間に 

子供はいると思っていたのです。 

  

だから、早く亡くなってしまう子供は 

神様の元に帰ったと納得させたのですね。 

  

七つまで大きくなれば、大丈夫ということで、 

そのことに感謝してお宮参りをしました。 

それが「七つ参り」 

 

 



これが七つの時にお礼に行くだけでなく 

途中報告のために三歳、五歳の時も参拝した名残なのです。 

  

七五三は神様への感謝抜きでは意味がない儀式なのですね。 

  

写真だけ撮って神社に行かない七五三は 

単なる七五三で神様の加護もない形だけの儀式になってしまいます。 

 

平成の時代は形だけの七五三が多かったので 

令和は儀式に魂を込めていく時代になるでしょう・ 

  

１１月１５日に行うのは 

一般庶民の生活スタイルに合わせています。 

 

江戸時代は９割は農業に従事していましたので 

農閑期、農作業が落ち着いた１１月に行っていました。 

１２月は寒くなるからです。 

  

１５日は満月だからめでたかったのです。 

江戸時代は月の暦を使っていました。 

１日は新月、１５日は満月 

  

子供が満月のように満たされる祈りが１５日だったのですね。 

自然の流れと同調するような願いだったのです。 

  

それを忘れたいつでもいい七五三は悲しいものです。 

自然の流れに乗った七五三を大事にする人も増えてもいいと思います。 
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